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研究成果（800 字程度．図表可）：	
 

安価、無毒かつ天然に豊富に存在する二酸化炭素を有用資源として利用する研究は、再生可能

な社会を実現するために特に活発に研究が行われている分野である。我々は昨年度までに、独自

に開発した亜鉛４核クラスターが二酸化炭素とエポキシドとの交互共重合に対して、触媒活性を

示すことを明らかとしている。亜鉛４核クラスターが単核錯体よりも高い触媒活性を示す理由と

して、近傍に存在する亜鉛間の共同効果

であると考えている。この共同効果に着

目し、異種金属間での共同効果を用いる

ことで更なる活性の向上が見込めると

予測した。すなわち、異なる金属を用い

ることで、それぞれの金属の利点を活か

せるだけでなく、種々の組み合わせを検

討することができる。サレン構造を有す

る配位子を用いて異種金属錯体を合成

し、二酸化炭素とエポキシドとの交互共

重に対して活性を示すか検討を行った

ところ、マグネシウムとランタン、亜鉛

とカルシウムの組み合わせで目的とす

る重合体が得られることが分かった。興

味深いことに、２種類の金属を組み合わ

せることで初めて触媒活性を示し、それぞれの金属錯体のみでは反応はまったく進行しなかった。

さらに、本触媒系で生成するポリカーボネートは完璧な交互性を有していた。中心金属上の配位

子を検討したところビストリメチルシリルアミド配位子が最も高い触媒活性を示すことを明らか

とし、溶媒を用いることで高い選択性を保ったまま高収率でポリカーボネートが得られた。現在

想定している異種多核錯体の構造を明らかとするため、種々の金属錯体を合成し検討を行ったと

ころ、触媒前駆体が有するアセテート配位子が重要な役割を担っていることを明らかとした。	
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図１．異種金属錯体を用いた二酸化炭素とエポキシド

との交互共重合 

N N

O

O
N

O

O

N

N N
OO

R

R R

M

M M

M'
n+

O
CO2 +

10 atm

LM3--M'[N(SiMe3)2 ]3
(0.1 mol%)

neat, 100 °C, 1 h

O O
O

n

LxM3-M'

TOF: up to 1082 h-1

交互性: 99%M' = La, Ca
M = Mg, Zn

異異種⾦金金属間の共同効果

配位⼦子(LxM3)やランタン錯体の
みでは全く反応が進⾏行行せず
組み合わせることで初めて触

媒活性が⽣生じる
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備品費	
 消耗品費	
 旅費	
 謝金	
 その他	
 合計	
 

28,140 円	
 524,780 円	
 147,080 円	
 0 円	
 0 円	
 700,000 円	
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